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   「きれいごと」という言葉の
響きは良くない。「きれいごと
を言う」は賛美ではなく、非難
の意味合いが強い。「きれいご
と」は本心とは乖離した、「上
辺を取り繕う」意図の被り物で
あるかのようである。
　しかし、現状を変える力は、
「きれいごと」に秘められてい
るのではないか。最終的に受け
入れられる提案の根底は、「き
れいごと」ではないのか。

「きれいごと」の中に
ある未来
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   �たな�点と⽬指す�向性

   そんな事を�っても、��は�理。もっと現�を

⾒てよ。と�される��はないか。「�憚のない

�⾒を�かせてほしい。」との�葉を受けて、提

�してみたら、それは「きれいごと」。そんなこ

とが�現するはずがない。そんなことが�る�が

ない。と�われる。

 しかし、現状を��させる�動⼒は�は「きれ

いごと」ではないのか。「きれいごと」が��的

に�を�得させるに�る�発点ではないのか。

 ��が��⽣活を�み、他者との�わりなしで

は⽣活を�むことができないのであれば、共�の

「�発点」は理想を踏まえたあるべき�を�現�

した「きれいごと」にあるのではないか。

 「��を�え」とは、未来を否�することでは

なく、未来をすこしでも�地よくするための�策

を、⾃�が��かれている立場から発�すること

だとすれば、「きれいごと」は�発のキーワード

である。


